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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 48,129 9.7 2,025 49.8 1,974 57.6 1,068 54.2
22年3月期第2四半期 43,861 △21.8 1,352 38.1 1,252 25.1 692 30.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 54.21 ―
22年3月期第2四半期 35.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 64,847 34,797 51.2 1,685.62
22年3月期 64,541 34,157 50.5 1,654.12

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  33,215百万円 22年3月期  32,595百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
    23年３月期の第２四半期末配当は予想であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年3月期 ― 10.00
23年3月期 

（予想）
― 10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 99,600 5.6 4,460 11.1 4,370 11.2 2,330 6.7 118.24



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この第２四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きが実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、第２四半期決算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 20,353,720株 22年3月期  20,353,720株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  648,704株 22年3月期  647,993株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 19,705,419株 22年3月期2Q 19,706,700株
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１．当四半期決算に関する定性的情報
(１) 連結経営成績に関する定性的情報

(２) 連結財政状態に関する定性的情報

（キャッシュ・フローの状況）

　営業活動の結果得られた資金は、14億89百万円となりました。これは、たな卸資産の増加額が11億２百万円、法人
税等の支払額が13億49百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益が20億３百万円、売上債権の減少額が７億51
百万円、仕入債務の増加額が６億66百万円あったこと等によるものです。

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が依然厳しいものの、中国を中心としたアジア地
域での景気回復や緊急経済対策などの政策効果を背景に輸出や生産が増加し、また設備投資や個人消費が持ち直し基調
にあるなど、緩やかな景気回復が続きました。しかしながら、後半にかけて急激な円高が進むなど先行きの不透明感が
強まりました。
　当社グループの関連業界では、住宅業界においては戸建て住宅を中心に持ち直し傾向がみられましたが、土木建築業
界においては公共投資の減少などにより厳しい環境が続きました。また、電子・電機業界においては情報関連や消費財
を中心に、自動車業界においてはエコカー補助金などを背景に好調に推移しました。
　このような状況のもと、当社グループにおきましては、コア事業の強化を図るとともに、周辺領域の市場発掘・育
成、原価の低減などによる収益の向上に努めてまいりました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高481億29百万円（前期比9.7％増）、営業利益20億25百万円
（前期比49.8％増）、経常利益19億74百万円（前期比57.6％増）、四半期純利益10億68百万円（前期比54.2％増）とな
りました。

　セグメントごとの概況は、次のとおりであります。

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ３億５百万円増加し、648億47百万円となりました。その主な
要因は、現金及び預金が４億６百万円、未成工事支出金が８億１百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が７億64
百万円、投資有価証券が３億85百万円減少したこと等によるものです。また、負債は前期末に比べ３億34百万円減少
し、300億50百万円となりました。その主な要因は、支払手形及び買掛金が６億53百万円増加したものの、短期借入金が
３億39百万円、未払法人税等が５億95百万円減少したこと等によるものです。純資産は前期末に比べ６億39百万円増加
し、347億97百万円となりました。その主な要因は、利益剰余金が８億71百万円増加したものの、その他有価証券評価差
額金が２億９百万円減少したこと等によるものです。

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)の残高は、119億53百万円となり
ました。

①　ボンド事業部門
　住宅関連においては、マンションの新設住宅着工戸数は依然低迷が続きましたが一戸建住宅は持ち直し傾向にあ
り、シェアの高い床用ウレタン系接着剤および一般住宅用シーリング材、サンライズ・エム・エス・アイ㈱の主力事
業である戸建て用シーリング材が好調に推移しました。工業用関連においては、輸出・鉱工業生産の増加を背景に積
極的な営業活動が功を奏し水性系を中心に工場生産用接着剤が好調に推移しました。また、自動車の生産の大幅な回
復により、自動車シール材や離型剤が好調に推移しました。建設業界においては、公共投資低迷の中、耐震補強およ
び建築補修工事が堅調であったため、工事用接着剤やビル建設用シーリング材が好調に推移しました。一般消費者関
連においては、ホームセンター等主力業界市況が低迷する中、ＳＵポリマー使用の新製品導入やホビー業界への参入
等の事業領域拡大の効果により一般家庭用接着剤が堅調に推移しました。ビルメンテナンス関連においては、フロア
材の変化やメンテナンス費用の削減などの影響を受け床用ワックスは低迷しました。
　以上の結果、売上高は213億93百万円（前期比6.5％増）、営業利益は17億43百万円（前期比42.6％増）となりまし
た。

　工事請負事業（土木建築工事業）においては、改修補強工事等の発注遅れが影響し、前年を下回りました。化学品
データベース事業においては、ＭＳＤＳ（製品安全データシート）等の受託開発は堅調に推移しましたが、データ
ベース関連ソフトが低迷しました。塗料事業においては、建築金物用途向けが順調に回復し、プラスチック用・レ
ジャー関連用途向けも好調に推移しました。
　以上の結果、売上高は20億67百万円（前期比3.6％減）、営業利益は34百万円（前期は56百万円の損失）となりまし
た。

③　その他

②　化成品事業部門
　化学工業向けにおいては鉱工業生産の持ち直しにより好調に推移しましたが、塗料業界向けにおいては内需用途が
まだ回復しておらず、前年水準を若干上回った程度となりました。電子・電機業界向けにおいては、液晶関連材料を
中心に好調に推移しました。また、タッチパネル関連やコンデンサ－の生産増加により丸安産業㈱の主力事業である
薄膜材料や電材なども好調に推移しました。自動車業界向けにおいては、エコカー減税・補助金の効果などにより電
子部品関連基材が好調に推移しましたが、第２四半期後半よりエコカー補助金の終了による影響がでてきており、今
後が懸念されます。
　以上の結果、売上高は246億68百万円（前期比14.1％増）、営業利益は２億57百万円（前期比33.2％増）となりまし
た。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー
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(３) 連結業績予想に関する定性的情報

２．その他の情報
(１) 重要な子会社の異動の概要

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(３) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

　該当事項はありません。

資産除去債務に関する会計基準の適用
　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）お
よび「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用してお
ります。
　これにより、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益が13百万円減少しております。
　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は13百万円であります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー
　財務活動の結果使用した資金は、５億82百万円となりました。これは、短期借入金の返済による支出が３億35百万
円、配当金の支払額が２億円あったこと等によるものです。

　平成23年３月期第２四半期の業績予想については、平成22年９月13日付「業績予想の修正に関するお知らせ」のとお
り修正を行なっております。また、平成23年３月期第２四半期の業績を踏まえ、平成23年３月期通期業績予想について
も修正を行っております。詳細につきましては、平成22年10月28日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照く
ださい。

　該当事項はありません。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー
　投資活動の結果使用した資金は、６億28百万円となりました。これは、定期預金の預入による支出が２億６百万
円、有形固定資産の取得による支出が３億43百万円あったこと等によるものです。
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3.　連結財務諸表等
　(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部
　流動資産
　　現金及び預金 12,164 11,757
　　受取手形及び売掛金 29,751 30,515
　　商品及び製品 3,899 3,658
　　仕掛品 179 136
　　原材料及び貯蔵品 625 613
　　未成工事支出金 1,043 242
　　その他 1,069 987
　　貸倒引当金 △122 △149
　　流動資産合計 48,612 47,763
　固定資産
　　有形固定資産 10,853 11,146
　　無形固定資産 343 202
　　投資その他の資産
　　　投資有価証券 3,227 3,612
　　　その他 1,904 2,034
　　　貸倒引当金 △93 △217
　　　投資その他の資産合計 5,037 5,429
　　固定資産合計 16,235 16,778
　資産合計 64,847 64,541
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部
　流動負債
　　支払手形及び買掛金 21,429 20,776
　　短期借入金 456 795
　　1年内返済予定の長期借入金 - 15
　　未払法人税等 738 1,333
　　賞与引当金 821 800
　　役員賞与引当金 23 60
　　その他 2,220 1,971
　　流動負債合計 25,689 25,753
　固定負債
　　長期借入金 100 100
　　退職給付引当金 885 928
　　役員退職慰労引当金 545 545
　　その他 2,829 3,056
　　固定負債合計 4,360 4,630
　負債合計 30,050 30,384
純資産の部
　株主資本
　　資本金 4,603 4,603
　　資本剰余金 4,182 4,182
　　利益剰余金 24,890 24,019
　　自己株式 △617 △616
　　株主資本合計 33,059 32,189
　評価・換算差額等
　　その他有価証券評価差額金 195 404
　　為替換算調整勘定 △39 1
　　評価・換算差額等合計 155 406
　少数株主持分 1,581 1,561
　純資産合計 34,797 34,157
負債純資産合計 64,847 64,541
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　(2) 四半期連結損益計算書
　　【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）
前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
  至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
  至 平成22年９月30日)

売上高 43,861 48,129
売上原価 36,699 40,076
売上総利益 7,161 8,053
販売費及び一般管理費 5,809 6,027
営業利益 1,352 2,025
営業外収益
　受取利息 7 4
　受取配当金 36 37
　その他 79 72
　営業外収益合計 123 114
営業外費用
　支払利息 24 13
　売上割引 71 73
　為替差損 60 63
　支払補償費 60 7
　その他 6 7
　営業外費用合計 223 165
経常利益 1,252 1,974
特別利益
　固定資産売却益 0 -
　貸倒引当金戻入額 26 64
　投資有価証券売却益 0 1
　その他 - 0
　特別利益合計 26 67
特別損失
　固定資産処分損 17 3
　投資有価証券評価損 3 13
　役員退職慰労金 15 5
　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 - 13
　その他 5 2
　特別損失合計 41 37
税金等調整前四半期純利益 1,237 2,003
法人税、住民税及び事業税 493 732
法人税等調整額 20 129
法人税等合計 514 861
少数株主損益調整前四半期純利益 - 1,141
少数株主利益 30 73
四半期純利益 692 1,068
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　(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
  至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税金等調整前四半期純利益 1,237 2,003
　減価償却費 589 536
　負ののれん償却額 △0 -
　投資有価証券評価損益（△は益） 3 13
　投資有価証券売却損益（△は益） △0 △1
　会員権売却損益（△は益） 5 2
　有形固定資産処分損益（△は益） 4 2
　有形固定資産売却損益（△は益） 12 0
　貸倒引当金の増減額（△は減少） 59 △151
　賞与引当金の増減額（△は減少） 35 21
　役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14 △36
　退職給付引当金の増減額（△は減少） 12 △42
　役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △44 △0
　受取利息及び受取配当金 △44 △42
　支払利息 24 13
　資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 - 13
　売上債権の増減額（△は増加） △2,343 751
　たな卸資産の増減額（△は増加） 238 △1,102
　仕入債務の増減額（△は減少） 3,536 666
　その他 444 164
　小計 3,755 2,809
　利息及び配当金の受取額 44 43
　利息の支払額 △25 △13
　法人税等の支払額 △59 △1,349
　営業活動によるキャッシュ・フロー 3,715 1,489
投資活動によるキャッシュ・フロー
　定期預金の預入による支出 - △206
　有価証券の取得による支出 △500 -
　有価証券の売却及び償還による収入 500 -
　有形固定資産の取得による支出 △454 △343
　有形固定資産の売却による収入 2 19
　無形固定資産の取得による支出 - △99
　投資有価証券の取得による支出 △19 △24
　投資有価証券の売却による収入 2 6
　その他 6 21
　投資活動によるキャッシュ・フロー △463 △628
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増減額（△は減少） △207 △335
　長期借入金の返済による支出 △33 △15
　社債の償還による支出 △1,000 -
　リース債務の返済による支出 △9 △12
　配当金の支払額 △194 △200
　少数株主への配当金の支払額 △14 △17
　自己株式の売却による収入 0 -
　自己株式の取得による支出 △0 △0
　財務活動によるキャッシュ・フロー △1,460 △582
現金及び現金同等物に係る換算差額 △23 △70
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,768 208
現金及び現金同等物の期首残高 8,372 11,745
現金及び現金同等物の四半期末残高 10,140 11,953
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(４) 継続企業の前提に関する注記
該当事項はありません。

(５) セグメント情報
【事業の種類別セグメント情報】
前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年９月30日)

ボンド事業部門 化成品商事部門 その他の部門 計 消去又は全社 連結
（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高
(1)

(2) ( )

計 ( )
営業利益又は営業損失(△) ( )
(注１) 事業区分の方法

商品・製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、事業区分を行っております。
(注２) 各事業区分の主要な製品および商品

① ボンド事業部門･････ 工業用接着剤・一般家庭用接着剤・シーリング材・ワックス・清掃用機器
② 化成品商事部門･････ 工業薬品・合成樹脂・樹脂成型品・電子部品材料・真空蒸着材料
③ その他の部門･･･････ 塗料・工事請負・化学品データベース・不動産賃貸

(注３) 会計処理基準に関する事項
完成工事高および完成工事原価の計上基準の変更

【所在地別セグメント情報】
前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年９月30日)

【海外売上高】
前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年９月30日)
当社連結グループは、海外売上高が連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。

外部顧客に対する売上高 20,087 21,627 2,145

セグメント間の
内部売上高又は振替高 197 140 31

20,285 21,768 2,177 44,231

369 369 -

43,86143,861 -

369 43,861
6 1,3521,222 193 △ 56 1,358

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する
会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会
計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間
に着工した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事に
ついては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用し
ております。
　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ「その他の部門」の売上高は３億44百万円増加し、営業利益は
37百万円増加しております。
　なお、「ボンド事業部門」および「化成品商事部門」に与える影響額はありません。

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、いずれも90％を超えるため、その記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年９月30日） （単位：百万円）

売上高

( )

計 ( )
セグメント利益 ( )
(注１)

(注２)

(注３)

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
該当事項はありません。

(追加情報)

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
該当事項はありません。

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分
の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
　当社は、取扱製品・商品別にボンド事業、化成品事業の２つの事業部門を基本に組織され、それぞれが国内および海外
の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。
　従って、当社グループは、「ボンド事業部門」および「化成品事業部門」の２つを報告セグメントとしております。
　「ボンド事業部門」は、工業用接着剤、一般家庭用接着剤、建設土木用接着剤、シーリング材およびワックスの製造販
売並びに清掃用機器の販売をしております。「化成品事業部門」は、工業薬品、合成樹脂、樹脂成型品、電子部品材料お
よび真空蒸着材料の販売並びに精密成形部品の製造販売をしております。
　なお、前連結会計年度末より、従来の「化成品商事部門」の名称を「化成品事業部門」に変更しております。

四半期連結損益
計算書計上額
(注３)(注２)

報告セグメント その他
合計

調整額

ボンド事業部門 化成品事業部門 計 (注１)

2,067 48,129 - 48,129外部顧客に対する売上高 21,393

セグメント間の内部売上高
又は振替高 235

24,668

2,096 48,549 48,129

46,061

29390154

21,629 24,822 46,452

-419

257 2,000 34 10

セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

2,0252,0351,743

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月
27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21
日）を適用しております。

「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、塗料、工事請負、化学品データベース

および不動産賃貸事業を含んでおります。

セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

419

419
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